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開催年月日  平成２３年（2011 年）３月８日 

質 問 者   自民党・道民会議 柿木 克弘 委員 

答 弁 者  知事 

 

四 水資源の保全などに関する条例について  

（一）条例制定に向けた検討について 

 

○柿木 委員 

 次に、水資源の保全などに関する条例についてでございますが、昨年の第４回定例会において知事から、

「条例の来年度の制定に向けて取り組む」との答弁がございまして、その後の検討状況について各部審査に

おいてお聞きいたしたわけでございますが、その方向性について明確な答弁がなかったところでございま

す。 

 条例は、水資源や生物多様性の保全、道民生活の安全・安心を守る観点にたって検討が進められることと

なっていたと承知しておりますが、その後、農地においても外国資本によって取得されている状況も明らか

となったところでございます。 

 条例制定に向けた検討を通じて、土地政策全般に関わっているということが大変心配されるところでござ

いまして、農地法や森林法など現行法に基づく取扱いや国の権限との関わりなど様々な課題の検討が求めら

れていると考えます。 

 これらの課題について、どのような方向で検討していくのか、明らかにしていただきたいと思います。 

 

○知事 

 水資源の保全などに関する条例制定に向けた検討についてでございますが、道といたしましては、本道の

豊かな水資源を将来にわたって引き継いでいくため、水資源の保全などを目的とした条例の来年度の制定に

向け、庁内関係部局が連携をして、水資源の保全に加え、生物多様性の保全や道民の皆様方の安全・安心な

生活を確保するといった幅広い観点から検討を行っているところであります。 

 こうした検討を進めていく中で、国土利用計画法、森林法などにおける様々な規制との関係や、安全保障

に関する事項など都道府県の権限の範囲を超える事項、さらには、自然環境の保全など庁内各部における関

連施策との連携など、検討を要する事項が明らかになってきているところであり、国に対し法令改正などの

対応を求めていくものと、道自らが条例などで対応するものについて整理を行っていく必要があると、この

ような認識にいたっているところであります。 

 今後、庁内における議論はもとより、専門的な知見を有する方々や地域の方々から幅広くご意見をお伺い

をしながら、条例の制定に向けて鋭意取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

 

（二）条例の構成などについて 

 

○柿木 委員 

 道は先に、条例に関する基本的な考え方について年度内に明らかにするとしておりましたが、これまでの



検討を踏まえてですね、条例の目的や基本的な施策など条例の構成などについて、どのように考えておられ

るのか、お聞かせ願います。 

 

○知事 

 条例の構成などについてでございますが、道といたしましては、この条例が水資源の保全などに向けた基

本的な方向や方策を示す道民共有の指針となるよう、検討を進めているところであります。 

 その構成や具体的な内容については、今後、道議会でのご議論、あるいは有識者の方々、地域の皆様方か

らのご意見をいただきながら検討を進めてまいりたいと考えているところではありますが、現時点において

は、道民の皆様と共有する基本理念をはじめ、道や道民、事業者の方々の役割など、水資源の保全などに関

する基本的な事項を定めるとともに、森林などの土地取引に係る所有実態を把握することができるよう、道

独自の届出制などの施策を定めることを検討しているところであります。 

 いずれにいたしましても、この条例が道民の皆様方のご理解とご協力のもとに、本道の貴重な水資源を将

来にわたって保全するなど、適切な取組を進めていくための拠り所となるよう、しっかりと取り組んでまい

りたいと考えております。 

 以上であります。 

 

【指摘】 

○柿木 委員 

 先日、我が会派の小野寺議員から伺ったのですが、千歳空港の滑走路の延長上、ちょうど離陸するところ

なんですけれども、千歳側の土地が約 110ha ほどが今、外国人と業者さんの方で交渉しているという情報

を耳にいたしました。いろいろ調べてもらったら、今のところはまだ土地売買の届出書も提出されていない

し、登記の変更もなされていないということでございますけれども、この土地というのは市街化調整区域に

なるわけでございますが、買い取り後、この土地をどのように利用するかというのがわからない感じがして

いるわけでございますけれども、関係者の方からは国の対応にも問題があるといったような意見も伺ってお

ります。新千歳空港や航空自衛隊千歳基地に隣接する土地ですから、これら施設の運用に支障が出てこない

のかどうか、そんな懸念もあるわけでございますし、土地取引の早い段階で実態把握ができるよう、土地取

引の早い段階の対応というものが求められるんじゃないかなと考えております。 

 それから、道による外国資本等の林地取得状況調査によるとですね、また新たに後志管内で 9 件 85ha の

林地が外国資本等によって取得されているという報告も受けたところでございまして、22 年末現在、全道

で 40 件 905ha に達しているということでございまして、非常に対応が急がれるなというふうに感じており

ます。水土保全林などが外国資本に買い取られていることへの懸念から、我が会派としては水資源の保全な

どに関する条例の制定を求めて、知事も来年度中の制定に向けて検討を進めているというところでございま

すが、道として対応できる分野のほか、国に対応を求めていかなければならない問題もあると考えておりま

して、そういったことを含めて早急に速やかに検討をしていただいて対応をしていくという必要があるかと

思いますので、是非ともスピーディーに条例を制定していただきたいと申し上げておきたいと思います。 


